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ぼ く と わ た し の 絵

ブ
ラ
ン
コ
に
乗
っ
て
る
の
が
、
ゆ
う

た
く
ん
と
は
る
く
ん
。
そ
の
と
な
り
で

待
っ
て
る
の
が
僕
。
僕
も
ブ
ラ
ン
コ

に
乗
り
た
い
な
っ
て
思
っ
て
、
ブ
ラ

ン
コ
が
あ
く
の
待
っ
て
る
ん
だ
よ
。

横
沢
　
志
温
く
ん（
さ
く
ら
組
）

プ
リ
ン
く
ん
と
プ
リ
ン
ち
ゃ
ん
と
あ
か

ち
ゃ
ん
プ
リ
ン
。
あ
と
は
ド
ー
ナ
ツ
を

描
い
た
よ
。
プ
リ
ン
ち
ゃ
ん
達
は
、
富
士

山
を
見
な
が
ら
遊
ん
で
る
の
。
富
士
山

も
プ
リ
ン
み
た
い
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。

前
山
　
仁
菜
さ
ん（
さ
く
ら
組
）

し
お
ん

よ
こ
さ
わ

に
い
な

ま
え
や
ま

＝
 高
品
質
農
産
物
の
安
定
生
産
の
た
め
 ＝

有
機
の
里
づ
く
り

 を
推
進
し
よ
う

良
質
堆
肥
で
収
入
Ｕ
Ｐ！
！　
　
　
  　
　

有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
TE
L７
８
－３
５
５
５

営
業
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　
（
休
日
：
毎
週
月
曜
日
、
年
末
年
始
）
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平
成
２１
年
度
あ
お
も
り
推
き
ゅ
う
肥
品
評
会

優
秀
賞
受
賞

師
 走
12
月

櫻
  井
　
雅
  美

ち
ゃ
ん

Ｈ
23
・
６
・
12
生

（
地
区
）
川
代

（
パ
パ
）
亨

（
マ
マ
）
郁
子

パ
パ
と
マ
マ
の
ね
が
い

健
康
で
元
気
に
す
く
す
く
と

育
っ
て
ネ
♥

人
の
動
き

男
　
1,
40
4人
（
－
４
人
）

女
　
1,
48
7人
（
－
２
人
）

計
　
2,
89
1人
（
－
６
人
）

世
帯
数
94
9世
帯（
－
２
世
帯
）

（
平
成
24
年
10
月
31
日
現
在
）
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む
ら
の
ガ
イ
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平
成
24
年

タ
ー
コ
イ
ズ（
土
耳
古
玉
）

̶
 成
功
・
大
成
 ̶

誕
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し
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す

D
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え
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ご

み
収
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新

郷
村
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域

　
月

曜
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・
木

曜
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（
祭
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集
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ま

す
）

家
庭

ご
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収
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の
朝
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出

し
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下
さ
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水
切

り
に

ご
協
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減
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リ
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ま
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週
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曜
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正
午

〜
午

後
５

時
ま

で
　

T
E
L
6
1
−

7
5
5
5

２
０
１
２
年
１
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月

行
　
　
事
　
　
等

備
　
　
　
考

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
２
階
　
相
談
室

美
郷
館
和
室
　
９
時
～
12
時

さ
く
ら

い
み
や

び

日
曜
新
郷
温
泉
館
休
館
日

3
月
不
用
犬
引
取

5
水
特
定
健
診
（
～
８
日
）

6
木
資
源
ご
み
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）
収
集
日

7
金
が
ん
検
診
・
特
定
健
診
結
果
説
明
会
・
生
活
習
慣
改
善
指
導

新
郷
温
泉
館
休
館
日

10
月
冬
の
交
通
安
全
県
民
運
動
（
～
20
日
）

11
火
行
政
相
談

12
水
特
定
健
診
（
～
15
日
）

13
木
資
源
ご
み
（
缶
・
新
聞
等
５
品
目
）
収
集
日

第
46
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
第
22
回
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
投
開
票
日

14
金

16
日
新
郷
温
泉
館
休
館
日

特
設
人
権
相
談

17
月
母
と
子
の
栄
養
教
室
・
乳
幼
児
健
康
相
談

特
定
健
診
（
～
22
日
）

20
木
資
源
ご
み
（
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）
収
集
日

21
金
２
学
期
終
業

●
天
皇
誕
生
日

23
日
●
振
替
休
日
　
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ヴ

24
月
ク
リ
ス
マ
ス
　
固
定
資
産
・
住
民
税
第
４
期
納
期
限

25
火
特
定
健
診
（
～
29
日
）

27
木
官
庁
仕
事
納
め
　
燃
え
な
い
ご
み
収
集
日

28
金
大
み
そ
か

31
月

二
十
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金

日
本
年
金
機
構

11月４日　村文化祭（関連記事は２～４ページ）11月４日　村文化祭（関連記事は２～４ページ）

こ
の
広
報
紙
は
地
産
地
消
・
輸
送
マ
イ
レ
ー
ジ
に
配
慮
し
た
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。



２３　広報しんごう　H24・11

　
11
月
３
日
と
４
日
の
２
日
間
、

第
55
回
新
郷
村
文
化
祭
が
美
郷
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
民
の
真
心
こ
も
っ
た
図
画
や

版
画
、
写
真
等
が
ず
ら
り
と
展
示
。

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
写
真
展
、
納
税
作
品

展
、
介
護
予
防
展
、
俳
句
展
等
も
所

狭
し
と
展
覧
さ
れ
、
来
場
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
４
日
午
前
は
村
内
の
小
中
学
校

や
保
育
園
、
金
ヶ
沢
ピ
ア
ノ
教
室

等
の
ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
盛
大
に
発
表
。
場
内
は
温
か
い

拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

八
戸
短
期
大
学
あ
す
な
ろ
会
に
よ

る
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
」
で

は
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
登
場
に
子

ど
も
た
ち
は
一
気
に
ヒ
ー
ト
ア
ッ

プ
。
目
を
輝
か
せ
、
大
は
し
ゃ
ぎ

で
記
念
撮
影
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
お
昼
は
、
美
郷
館
玄
関
ホ
ー
ル

に
設
け
ら
れ
た
婦
人
会
に
よ
る
食

堂
が
大
盛
況
。
来
場
者
は
、
婦
人

会
お
手
製
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
そ

ば
に
「
食
欲
の
秋
」
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。

　
午
後
も
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
ま

だ
ま
だ
続
き
ま
す
。
八
戸
短
期
大

学
の
学
生
に
よ
る
「
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
」、「
劇
団
や
ま

せ
」
代
表
の
大
舘
登
美
子
さ
ん
に

よ
る
語
り
部
、
岩
手
大
学
く
ら
む

ぼ
ん
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ

る
演
奏
会
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
岩

手
大
学
の
学
生
が
奏
で
る
ジ
ャ
ズ

演
奏
で
は
、
そ
の
軽
快
で
心
地
よ

い
サ
ウ
ン
ド
に
場
内
か
ら
は
割
れ

ん
ば
か
り
の
拍
手
が
巻
き
起
こ
り

ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
く
し
も
ち
コ
ー
ナ

ー
や
下
水
道
展
で
の
無
料
わ
た
あ

め
コ
ー
ナ
ー
、
映
画
上
映
な
ど
、

ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
多
く
の
来
場
者

で
賑
わ
い
、
た
っ
ぷ
り
と
「
新
郷

村
の
秋
」
を
満
喫
し
た
２
日
間
と

な
り
ま
し
た
。

新郷村の秋を満喫　　－第55回新郷村文化祭－

金ヶ沢コーラス　発表会 金ヶ沢ピアノ教室　発表会八戸短期大学あすなろ会　アンパンマンショー 詩吟愛好会

下水道展　無料わたあめコーナーアンパンマンと記念撮影

くしもちコーナー

婦人会による食堂
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４５　広報しんごう　H24・11

　
10
月
14
日
、
村
消
防
団
（
畠
山

賢
悦
団
長
）
と
五
戸
消
防
署
西
分

遣
所
（
木
村
和
雄
所
長
）
は
「
秋
の

防
火
パ
レ
ー
ド
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
戸
来
地
区
隊
（
隊
長:

田
中
政
夫

本
部
付
分
団
長
）
と
西
越
地
区
隊

（
隊
長
：
日
向
昌
徳
副
団
長
）
の

　
10
月
15
日
、
林
業
・
木
材
製
造

業
労
働
災
害
防
止
協
会
公
募
に
よ

る
「
林
材
業
労
働
安
全
・
労
働
衛

生
標
語
」
に
お
い
て
、
㈱
村
下
建

設
工
業
に
勤
め
る
谷
地
村
正
樹
さ

ん
（
大
谷
地
）
の
作
品
「
健
診
で

防
ご
う
病
気
　
守
ろ
う
健
康
」
が

入
選
を
果
た
し
、
報
告
の
た
め
須

藤
村
長
の
も
と
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
青
森
県
治
山
林
道
協
会

主
催
に
よ
る
民
有
林
道
工
事
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
、
同
社
が
手
掛

け
た
妙
返
沢
線
工
事
が
優
秀
賞
を

受
賞
。
合
わ
せ
て
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　
２
つ
の
受
賞
報
告
を
受
け
た
須

藤
村
長
は
、「
ま
た
一
つ
村
の
誇

り
が
で
き
た
」
と
目
を
細
め
、
喜

び
を
露
わ
に
し
て
い
ま
し
た
。

二
隊
に
分
か
れ
て
役
場
庁
舎
前
を

出
発
。
戸
来
地
区
隊
は
西
分
遣
所

ポ
ン
プ
車
、
西
越
地
区
隊
は
第
８
分

団
長
崎
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
を
先

導
と
し
て
村
内
集
落
を
あ
ま
ね
く

巡
回
し
、
広
報
テ
ー
プ
と
警
鐘
に
よ

り
防
火
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

西越小学校　合唱 しんごう保育園　お遊戯

新郷中学校　合唱 野沢中学校　よさこいソーラン

劇団やませ　語り部 八戸短期大学　ヒップホップダンスショー

民有林道工事コンクール優秀賞

標語入選報告（左から　村下萬社長、入選した谷地村正樹さん、佐山雅信さん、須藤良美村長）

岩手大学　くらむぼんジャズオーケストラ

労働衛生標語入選・民有林道工事コンクール優秀賞受賞

防火を呼びかけパレード
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新
郷
村
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
実
行

委
員
会
は
10
月
18
日
、
５
月
30
日

に
開
催
さ
れ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２

０
１
２
に
ご
協
力
頂
い
た
関
係
団

体
ら
お
よ
そ
60
名
を
招
き
、
総
会

　
10
月
17
日
、
美
郷
館
に
郡
内
６

町
村
の
身
体
障
害
者
１
０
７
名
が

一
堂
に
会
し
、
第
５
回
三
戸
郡
身

体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催

さ
れ
、
本
村
か
ら
も
12
名
の
選
手

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
各
種
競
技
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
体
力
の
維
持
及
び
増

強
を
図
り
、
協
調
精
神
を
養
い
、

相
互
の
親
睦
と
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
を
目
的
と
し
て
三
戸
郡
身

体
障
害
者
福
祉
連
合
会
が
主
催
す

る
こ
の
大
会
。

　
開
会
式
で
は
堂
々
の
入
場
行
進

を
見
せ
る
選
手
た
ち
。
大
会
長
あ

い
さ
つ
、
須
藤
良
美
村
長
か
ら
の

歓
迎
の
言
葉
等
に
続
き
、
新
郷
村

身
体
障
害
者
福
祉
会
会
長
の
田
島

英
男
さ
ん
（
西
越
田
中
）
が
「
正
々

堂
々
と
力
の
限
り
戦
い
ま
す
」
と

力
強
く
選
手
宣
誓
を
し
て
大
会
が

ス
タ
ー
ト
。
個
人
競
技
３
種
目
、

団
体
種
目
５
種
目
に
て
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
個
人
種
目
「
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
投
げ
」
で
佐
藤
留
吉
さ
ん

（
堂
ケ
前
）
と
石
森
友
子
さ
ん

（
中
野
平
）
が
３
位
入
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
団
体
戦
で
は

三
戸
町
が
総
合
優
勝
。
本
村
選
手

団
は
６
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。

及
び
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
２
日

本
一
受
賞
祝
勝
会
を
美
郷
館
で
開

催
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
平
成
24
年
度
事
業

計
画
や
収
支
予
算
の
変
更
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
そ
の
中
で
毎
月

最
終
水
曜
日
を
「
新
郷
村
家
族
ス

ポ
ー
ツ
の
日
」
に
定
め
る
提
言
が
出

さ
れ
ま
し
た
。「
家
族
の
絆
で
新
郷

を
元
気
に
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
す
べ

て
の
村
民
が
日
常
的
に
ス
ポ
ー
ツ

活
動
や
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め

る
場
を
提
供
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
に
お
い
て
特
性
を
生
か
し
た

身
体
を
動
か
す
習
慣
活
動
を
活
発

化
さ
せ
、「
健
康
で
明
る
く
心
豊
か

な
長
寿
の
む
ら
づ
く
り
」
を
進
め

る
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
朝
６
時
15
分
か

ら
40
分
ま
で
の
25
分
間
、
各
家
庭

で
ラ
ジ
オ
体
操
や
家
回
り
の
清
掃

活
動
な
ど
を
し
ま
し
ょ
う
と
い
う

も
の
で
、
活
動
の
内
容
は
各
家
庭

に
一
任
さ
れ
ま
す
。
提
言
は
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ

ー
日
本
一
受
賞
を
祝
っ
て
祝
勝
会
が

開
か
れ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
へ
の
参

加
決
定
か
ら
日
本
一
へ
輝
く
ま
で
の

歩
み
が
紹
介
さ
れ
た
後
、
福
山
惠
一

郎
村
議
会
議
長
の
音
頭
で
乾
杯
。

初
出
場
に
て
、
新
人
賞
と
大
賞
の

ダ
ブ
ル
受
賞
と
い
う
栄
光
を
讃
え

合
う
と
と
も
に
、
次
回
参
加
と
連

覇
へ
向
け
て
の
結
束
を
固
め
て
い
ま

し
た
。

　10月24日、今年度18回目の「一般健康相談」が新郷温泉館で行われ、
戸来地区と西越地区を中心とした高齢者21名が、村保健師と弘前医療
福祉大学の実習生から生活健康指導を受けました。この事業は生活習慣病
の予防を狙いとしています。

健診で　笑顔あふれる　希望くる

日本一を祝って乾杯
チャレンジデー2012　日本一受賞祝勝会

第５回三戸郡身体障害者スポーツ大会

缶
つ
り
競
争
（
個
人
種
目
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
投
げ
（
個
人
種
目
）

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
通
過
競
争
（
団
体
種
目
）

風
船
リ
レ
ー
（
団
体
種
目
）
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青
森
市
で
行
わ
れ
た
表
彰
式

無事に放牧を終え　里帰り無事に放牧を終え　里帰り

本村から15名が入賞　　　　　－第15回五戸地方品評会－本村から15名が入賞　　　　　－第15回五戸地方品評会－

　
11
月
４
日
、
戸
来
地
区
防
犯
協

会（
長
峯
賢
一
会
長
）は
今
夏
に
募

集
し
た
防
犯
標
語
の
入
選
作
品
の

看
板
設
置
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
管
内
の
通
学
路
に
設
置
し
た
作

業
は
、
幅
45
セ
ン
チ
高
さ
１
８
０

セ
ン
チ
の
鉄
製
の
フ
レ
ー
ム
を
番

線
で
て
い
ね
い
に
固
定
。
設
置
に

あ
た
っ
た
会
長
は
「
登
下
校
の
際

に
子
ど
も
た
ち
が
目
に
つ
き
や
す

い
よ
う
に
設
置
場
所
に
配
慮
し

　
10
月
23
日
、
村
営
平
子
沢
放
牧

場
は
今
季
の
放
牧
を
終
え
閉
牧
し

ま
し
た
。
５
月
下
旬
か
ら
村
内
の

畜
産
農
家
が
野
上
げ
。
最
盛
期
に

は
黒
毛
和
種
80
頭
が
放
牧
さ
れ
ま

た
。」と
汗
を
拭
っ
て
い
ま
し
た
。

　　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
小
学
校
の
部

最
優
秀
賞
　
高
見
旭
乙（
戸
来
小
６
年
）

優 

秀 

賞
　
梅
川
秋
洋（
戸
来
小
６
年
）

　 

〃 

　
　
田
中
涼
雅（
戸
来
小
６
年
）

◇
中
学
校
の
部

最
優
秀
賞
　
香
村
綾
乃（
新
郷
中
３
年
）

優 

秀 

賞
　
平
葭
優
花（
新
郷
中
１
年
）

　 

〃 

　
　
梅
川
彰
太
郎（
新
郷
中
１
年
）

し
た
。

　
平
子
沢
の
標

高
は
約
６
０
０

ｍ
、
初
夏
か
ら

秋
に
か
け
て
高

原
特
有
の
涼
気

が
、
牛
に
と
っ

て
快
適
な
環
境

と
な
り
ま
す
。

牧
草
を
お
腹
一

杯
食
べ
、
充
分

な
運
動
を
し
た

牛
た
ち
を
ト
ラ

ッ
ク
に
乗
せ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
牛

舎
へ
運
搬
し
ま

し
た
。

　
こ
の
日
は
須

藤
良
美
村
長
ら

関
係
者
約
20
名

が
牧
場
の
看
守

小
屋
に
参
集
。

神
棚
に
向
か
っ

て
全
員
で
手
を

合
わ
せ
、
無
事

故
で
今
季
の
放

牧
を
終
え
た
こ
と
を
祝
い
ま
し

た
。

　
牧
草
が
青
々
と
繁
る
来
年
の
５

月
に
は
再
び
牧
野
へ
と
戻
っ
て
き

ま
す
。

　
野
沢
中
学
校
３
年
の
佐
藤
佳
純

さ
ん
（
堂
ケ
前
）
が
交
通
安
全
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
中
学
生
の
部

金
賞
に
輝
き
、
11
月
６
日
、
リ
ン

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森

（
青
森
市
文
化
会
館
）
で
行
わ
れ

た
交
通
安
全
青
森
県
民
大
会
に
お

い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
各
地
区
の
交
通
安
全
協
会

へ
応
募
さ
れ
た
作
品
５
３
１
点

（
中
学
生
の
部
）
の
中
か
ら
、
地

区
の
選
考
を
勝
ち
上
が
っ
た
47
点

に
よ
っ
て
審
査
。
見
事
に
金
賞
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
管
内
で
の
中
学
生
の
部
金
賞
受

賞
は
初
。
同
日
、
ア
ピ
ル
五
戸
で
開

か
れ
た
祝
賀
会
に
て
、
他
の
受
賞

者
と
共
に
快
挙
を
祝
い
ま
し
た
。

　
五
戸
地
方
振
興
会
で
は
管
内
の
農

業
振
興
と
農
作
物
の
品
質
向
上
を
図

る
た
め
、
毎
年
品
評
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
15
回
目
と
な
る
今
年
は
一

般
野
菜
、
水
稲
、
穀
物
な
ど
６
部
門

に
３
９
４
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
１
日
、
三
八
地
域
県
民
局
地

域
農
林
水
産
部
農
業
普
及
振
興
室
長

ら
審
査
部
会
は
、
優
等
９
点
、
１
等

18
点
、
２
等
38
点
を
厳
正
な
基
準
に

よ
り
選
出
。
出
品
物
は
11
月
２
日
か

ら
３
日
間
、
五
戸
ド
ー
ム
で
開
催
さ

れ
る
「
五
戸
町
産
業
と
文
化
ま
つ
り
」

の
中
で
展
示
・
即
売
さ
れ
、
多
く
の

来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
本
村
の

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

防
犯
標
語
で
安
全
安
心
な
村
づ
く
り

青
森
県
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
受
賞

賞

部

門

一
般
野
菜
１

品
目
名

入
賞
者

花
　
き
大
　
　
根
風
張
　
澄
男

優
等

水

稲
輪
菊（
神
馬
）
守
野
　
市
男

一
般
野
菜
１

ま
っ
し
ぐ
ら

川
代
　
惠
則

大
　
　
根
湯
沢
　
貴
幸

１
等
一
般
野
菜
２

キ
ャ
ベ
ツ
藤
田
　
良
子

カ
ボ
チ
ャ
櫻
井
　
光
子

花
　
き
い
ん
げ
ん
田
中
　
秀
子

輪
菊（
神
馬
）
荻
沢
　
　
功

一
般
野
菜
１

橋
端
み
つ
ゑ

大
　
　
根
畑
中
ア
ク
リ

２
等

福
山
　
辰
雄

一
般
野
菜
２

パ
プ
リ
カ
谷
地
村
俊
幸

カ
ボ
チ
ャ
古
井
ア
ヱ
子

花

き
輪
菊（
神
馬
）
小
坂
　
　
敏

ス
プ
レ
ー
菊

藤
村
ト
シ
子

受賞祝賀会（アピル五戸）にて　左から横沢満安協西越支部長、福山惠一郎村議会議長、佳純さんの母　恵さん
　　　　　　　　　佐藤佳純さん、須藤良美村長、澤田尚野沢中学校長
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青
森
市
で
行
わ
れ
た
表
彰
式

無事に放牧を終え　里帰り無事に放牧を終え　里帰り

本村から15名が入賞　　　　　－第15回五戸地方品評会－本村から15名が入賞　　　　　－第15回五戸地方品評会－

　
11
月
４
日
、
戸
来
地
区
防
犯
協

会（
長
峯
賢
一
会
長
）は
今
夏
に
募

集
し
た
防
犯
標
語
の
入
選
作
品
の

看
板
設
置
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
管
内
の
通
学
路
に
設
置
し
た
作

業
は
、
幅
45
セ
ン
チ
高
さ
１
８
０

セ
ン
チ
の
鉄
製
の
フ
レ
ー
ム
を
番

線
で
て
い
ね
い
に
固
定
。
設
置
に

あ
た
っ
た
会
長
は
「
登
下
校
の
際

に
子
ど
も
た
ち
が
目
に
つ
き
や
す

い
よ
う
に
設
置
場
所
に
配
慮
し

　
10
月
23
日
、
村
営
平
子
沢
放
牧

場
は
今
季
の
放
牧
を
終
え
閉
牧
し

ま
し
た
。
５
月
下
旬
か
ら
村
内
の

畜
産
農
家
が
野
上
げ
。
最
盛
期
に

は
黒
毛
和
種
80
頭
が
放
牧
さ
れ
ま

た
。」と
汗
を
拭
っ
て
い
ま
し
た
。

　　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
小
学
校
の
部

最
優
秀
賞
　
高
見
旭
乙（
戸
来
小
６
年
）

優 

秀 

賞
　
梅
川
秋
洋（
戸
来
小
６
年
）

　 

〃 

　
　
田
中
涼
雅（
戸
来
小
６
年
）

◇
中
学
校
の
部

最
優
秀
賞
　
香
村
綾
乃（
新
郷
中
３
年
）

優 

秀 
賞
　
平
葭
優
花（
新
郷
中
１
年
）

　 

〃 

　
　
梅
川
彰
太
郎（
新
郷
中
１
年
）

し
た
。

　
平
子
沢
の
標

高
は
約
６
０
０

ｍ
、
初
夏
か
ら

秋
に
か
け
て
高

原
特
有
の
涼
気

が
、
牛
に
と
っ

て
快
適
な
環
境

と
な
り
ま
す
。

牧
草
を
お
腹
一

杯
食
べ
、
充
分

な
運
動
を
し
た

牛
た
ち
を
ト
ラ

ッ
ク
に
乗
せ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
牛

舎
へ
運
搬
し
ま

し
た
。

　
こ
の
日
は
須

藤
良
美
村
長
ら

関
係
者
約
20
名

が
牧
場
の
看
守

小
屋
に
参
集
。

神
棚
に
向
か
っ

て
全
員
で
手
を

合
わ
せ
、
無
事

故
で
今
季
の
放

牧
を
終
え
た
こ
と
を
祝
い
ま
し

た
。

　
牧
草
が
青
々
と
繁
る
来
年
の
５

月
に
は
再
び
牧
野
へ
と
戻
っ
て
き

ま
す
。

　
野
沢
中
学
校
３
年
の
佐
藤
佳
純

さ
ん
（
堂
ケ
前
）
が
交
通
安
全
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
中
学
生
の
部

金
賞
に
輝
き
、
11
月
６
日
、
リ
ン

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森

（
青
森
市
文
化
会
館
）
で
行
わ
れ

た
交
通
安
全
青
森
県
民
大
会
に
お

い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
各
地
区
の
交
通
安
全
協
会

へ
応
募
さ
れ
た
作
品
５
３
１
点

（
中
学
生
の
部
）
の
中
か
ら
、
地

区
の
選
考
を
勝
ち
上
が
っ
た
47
点

に
よ
っ
て
審
査
。
見
事
に
金
賞
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
管
内
で
の
中
学
生
の
部
金
賞
受

賞
は
初
。
同
日
、
ア
ピ
ル
五
戸
で
開

か
れ
た
祝
賀
会
に
て
、
他
の
受
賞

者
と
共
に
快
挙
を
祝
い
ま
し
た
。

　
五
戸
地
方
振
興
会
で
は
管
内
の
農

業
振
興
と
農
作
物
の
品
質
向
上
を
図

る
た
め
、
毎
年
品
評
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
15
回
目
と
な
る
今
年
は
一

般
野
菜
、
水
稲
、
穀
物
な
ど
６
部
門

に
３
９
４
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
１
日
、
三
八
地
域
県
民
局
地

域
農
林
水
産
部
農
業
普
及
振
興
室
長

ら
審
査
部
会
は
、
優
等
９
点
、
１
等

18
点
、
２
等
38
点
を
厳
正
な
基
準
に

よ
り
選
出
。
出
品
物
は
11
月
２
日
か

ら
３
日
間
、
五
戸
ド
ー
ム
で
開
催
さ

れ
る
「
五
戸
町
産
業
と
文
化
ま
つ
り
」

の
中
で
展
示
・
即
売
さ
れ
、
多
く
の

来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
本
村
の

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

防
犯
標
語
で
安
全
安
心
な
村
づ
く
り

青
森
県
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
受
賞

賞

部

門

一
般
野
菜
１

品
目
名

入
賞
者

花
　
き
大
　
　
根
風
張
　
澄
男

優
等

水

稲
輪
菊（
神
馬
）
守
野
　
市
男

一
般
野
菜
１

ま
っ
し
ぐ
ら

川
代
　
惠
則

大
　
　
根
湯
沢
　
貴
幸

１
等
一
般
野
菜
２

キ
ャ
ベ
ツ
藤
田
　
良
子

カ
ボ
チ
ャ
櫻
井
　
光
子

花
　
き
い
ん
げ
ん
田
中
　
秀
子

輪
菊（
神
馬
）
荻
沢
　
　
功

一
般
野
菜
１

橋
端
み
つ
ゑ

大
　
　
根
畑
中
ア
ク
リ

２
等

福
山
　
辰
雄

一
般
野
菜
２

パ
プ
リ
カ
谷
地
村
俊
幸

カ
ボ
チ
ャ
古
井
ア
ヱ
子

花

き
輪
菊（
神
馬
）
小
坂
　
　
敏

ス
プ
レ
ー
菊

藤
村
ト
シ
子

受賞祝賀会（アピル五戸）にて　左から横沢満安協西越支部長、福山惠一郎村議会議長、佳純さんの母　恵さん
　　　　　　　　　佐藤佳純さん、須藤良美村長、澤田尚野沢中学校長
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0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000

　新郷村の条例により、平成24年度上半期
の財政状況（平成24年４月から平成24年
９月まで）の概要をお知らせします。

人　口　　　2,897 人
世帯数　　　　951世帯
平成 2 4年 9月 3 0日現在

災害復旧費・
労働費・予備費（ ）

一 般 会 計
歳　入

歳入予算額　2,675,218
収 入 済 額　1,499,931
収入執行率　　　56.1％

1,213,244
1,639,079

歳　出

歳出予算額　2,675,218
支 出 済 額　  868,446
支出執行率　　　32.5％

予算額

執行額

そ の 他

公 債 費

教 育 費

消 防 費

土 木 費

商 工 費

農林水産業費

衛 生 費

民 生 費

総 務 費

議 会 費

予算額

執行額

そ　の　他

村　　　債

諸　収　入

県 支 出 金

国庫支出金

地方交付税

村　　　税

0 100,000 200,000 300,000 400,000 600,000500,000

31,933
59,850

185,648
480,260

157,264
506,167

18,263
65,622
57,026

334,034
101,881

176,999

30,607
275,644

33,411
109,047

72,586
236,051

170,715
417,333

14,211
9,112

（単位：千円）
（平成24年９月30日現在）

117,792

平成24年度　予算執行状況平成24年度　予算執行状況平成24年度　予算執行状況

執行額

予算額

執行額

予算額

（平成24年9月30日現在）（平成24年9月30日現在）（平成24年9月30日現在）

特別会計歳入歳出予算の状況

千円 千円 ％ 千円 ％

地 方 債 の 現 在 高

金 額 構成比

440,653 149,998 34.0 170,386 38.7

21,926 19.3 48,101 42.3

7,865 18.3 19,799 46.0

2,656 1.7 57,164 35.9

733 2.1 6,131 17.6

142,747 35.4 132,469 32.9

8,181 41.4 1,898 9.6

12,486 70.3 6,000 33.8

113,799

43,020

159,282

34,746

403,153

19,739

17,759

44.41,225,525

一 般 会 計
（デイサービス施設分含む）

簡 易 水 道
特 別 会 計

特定環境保全
公共下水道
特 別 会 計

農業集落排水
特 別 会 計

予 算 額 収入済額 執 行 率 支出済額 執 行 率

千円 ％ ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比

54.0592,806 52.9136,811

4.110,570

43.0111,102

16.1176,949

29.9327,238

100.07,300

100.07,300 100.01,096,993

98.3151,814

1.72,580

100.0154,394 100.0258,483

（平成24年９月末現在）

（平成24年９月末現在）

特 別 会 計 名

国 民 健 康 保 険

国 民 健 康 保 険 診 療 所

簡 易 水 道

特定環境保全公共下水道

農 業 集 落 排 水 事 業

介 護 保 険

4,603 14.0 6,124 18.632,875後 期 高 齢 者 医 療

戸 来 財 産 区

西 越 財 産 区

金額・構成比

地方公共団体
金 融 機 構

国の予算貸付

みちのく銀行

青 森 県

合　　　計

公営企業金融公庫

財政融資資金

8.5233,979郵便貯金資金

6.9189,147

10.3282,845

6.3173,921

1.541,792

21.8601,994

0.38,461

100.02,757,664

金 額 構成比

診療所特別会計

千円

簡易生命保険資金

借

入

先

政
府
資
金

会 計 区 分

38,945

33,843

14,925

2,000

112,759
171,400

156,226

113,438

205,300

84,215
271,983
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住
居
手
当

給　料
238,272千円

区 分

23年度

　住民基本
　台帳人口
（24.３.31現在）

歳 出 額
　 Ａ

人 件 費
　 Ｂ

人件費率
　Ｂ／Ａ

実質収支

3,024 2,734,294 142,115 580,993 21.2
千円 千円 千円 ％人

一 般 行 政 職 技 能 労 務 職
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
317,000円 45.4歳 281,000円 48.3歳

区 分
経　　験　　年　　数

大学卒
高校卒

初任給

172,200
140,100

161,300
－

179,900
－

－
194,200

262,300
204,000

－
271,400

325,300
284,000

351,600
334,200

－
362,400

－
390,900

１年未満 １年以上
２年未満

７年以上
10年未満

10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

25年以上
30年未満

30年以上
35年未満 35年以上

区　分

職員数（人）
構 成 比

区　分 新　　　　 郷　 　　　村 国

６　級

9 56

参　　事標準的な
職務内容

10

１　級

主　　事

17.9%

３　級

9

主　　幹

16.1%

４　級

総括主幹

33.9% 100.0%

２　級

主　　査

5
8.9%

５　級

419

副参事等

7.1% 16.1%

計

期末手当

勤勉手当

退職手当

（支給割合）
　　　　　　　　　期末手当　　勤勉手当
　６月期　　　　　1.225月分　  0.675月分
　12月期　　　　　1.375月分　  0.675月分
　　計　　　　　　　2.6月分　  1.35月分

　職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

（支給割合）
　　　　　　　　　期末手当　　勤勉手当
　６月期　　　　　1.225月分　  0.675月分
　12月期　　　　　1.375月分　  0.675月分
　　計　　　　　　　2.6月分　  1.35月分

　職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

（支　給　率）

　勤続20年
　勤続25年
　勤続35年
　最高限度額

　その他の加算措置
　　定年前早期退職特例措置　　（２～20％加算）

勧奨・定年
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

自己都合
23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

勧奨・定年
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

自己都合
23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

（支　給　率）

　勤続20年
　勤続25年
　勤続35年
　最高限度額

　その他の加算措置
　　定年前早期退職特例措置　　（２～20％加算）

給与費総額　350,286千円

給　料
238,272千円

　期　末 ● 勤勉手当　85,450千円

その他の職員手当　26,564千円

新郷村職員の給与等のあらまし新郷村職員の給与等のあらまし
地方公務員給与の適正化を目的とした国の指導に基づく
村職員の給与等について、そのあらましをお知らせします。
地方公務員給与の適正化を目的とした国の指導に基づく
村職員の給与等について、そのあらましをお知らせします。

1．人件費の状況（普通会計）　※地方財政状況調査より 2．職員給与費の状況（普通会計の23年度決算）

3．職員の平均月額及び平均年齢の状況（平成24年４月１日現在）

5．一般行政職の級別職員数の状況（平成24年４月１日現在）

6．職員手当の状況（平成24年４月１日現在）

4．一般行政職員の初任給及び学歴別平均給料月額 （平成24年４月１日現在）

※地方財政状況調査より

時
間
外
手
当

（
普
通
会
計
）

区
分

通
勤
手
当

扶　
　

養　
　

手　
　

当

内　　　　容 国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

配　偶　者

配
偶
者
以
外

13,000円

6,500円

11,000円

１人につき
5,000円加算

１人につき
6,500円

１　

人　

目配偶者無し

配偶者有り

２人目以上

満16歳の年度初めから
満22歳の年度末までの子

借　家（借間）　限度額　27,000円

交通機関等利用者　限度額　45,000円
交通用具利用者　限度額　24,500円

同 ̶

同 ̶

同 ̶

区 分

村 長

副村長

議 長

副議長

議 員

給　　料
（報酬月額）
534,100円

453,000円

教育長 422,560円

266,000円

225,600円

211,500円

期 末 手 当

特別職

（支給割合）

６月期 1.6月分

12月期 1.65月分

　　計 3.25月分

加算措置　 有

議　員

（支給割合）

６月期 0.6月分

12月期 0.7月分

　　計 1.3月分

加算措置　 有

（注）１．職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または
　　　　非常勤職員を除いています。

①

②

区　　　　分 職　員　数（人）
平成22年

対前年
増減数

一
般
行
政
部
門

部　
　

門

特
別
行
政

会

計

部

門

公
営
企
業
等

普　通　会　計

議　　　会
19
4
9
2
0
8
5
4
53
7
0
7
60
6
1
0
1
6
14
74

2
18
4
9
2
0
8
5
4
52
8
0
8
60
6
1
0
1
6
14
74

2
19
4
9
2
0
8
5
4
53
6
0
6
59
6
1
0
1
6
14
73

2
平成23年 平成24年

　　1

　　1
△　2

△　2
△　1

総　　　務
税　　　務
民　　　生
衛　　　生
労　　　働
農 林 水 産
商　　　工
土　　　木
小　　　計

病　　　院
水　　　道
交　　　通
下　水　道
そ　の　他
小　　　計

教　　　育
消　　　防
小　　　計

合　　　　　　計

平成22年度支給総額 9,218千円

9,721千円平成23年度支給総額

7．特別職の報酬等の状況（平成24年４月１日現在）

8．部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

　（平成24年４月１日現在）

単位：円
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村
道
大
谷
地
・
木
ノ
間
線

　整
備

ス
ノ
ー
ポ
ー
ル
づ
く
り

村
道
金
ヶ
沢
坂
ノ
下
線

　草
取
り

妙
返
川
親
水
公
園

　整
備

戸
来
小
学
校

　草
取
り

村
道
川
代
・
大
畑
線

　側
溝
掃
除

　
10
月
29
日
か
ら
11
月
２
日
ま
で

の
５
日
間
、
今
年
度
２
回
目
と
な

る
生
活
支
援
事
業
が
行
わ
れ
、
無

事
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
妙
返
川
親
水
公
園
内
の

整
備
、
除
雪
の
際
に
道
路
幅
の
目

印
と
な
る
ス
ノ
ー
ポ
ー
ル
づ
く

り
、
公
共
施
設
周
辺
の
草
取
り
、

村
道
・
農
道
の
側
溝
掃
除
等
が
主

な
作
業
内
容
。
戸
来
地
区
24
名
、

小
坂
地
区
19
名
、
川
代
地
区
16
名
、

西
越
地
区
20
名
の
合
計
79
名
か
ら

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
肌
寒
い
気
温
の
中
、
作
業
員
は

監
督
員
の
指
示
の
も
と
熱
心
に
作

業
に
勤
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
十
和
田
エ
イ
ト
・
ラ
イ
ン
を

周
遊
し
、
ご
当
地
グ
ル
メ
・
ア
ー

ト
・
自
然
・
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
な

ど
、
エ
イ
ト
ラ
イ
ン
の
魅
力
を
堪

能
し
て
も
ら
う
旅
「
エ
イ
ト
ラ
イ

ン
〜
大
人
の
修
学
旅
行
〜
」
ツ
ア

ー
参
加
者
が
11
月
４
日
、
新
郷
村

を
訪
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
県
内
外
か
ら
17
名
。

３
日
、
七
戸
十
和
田
駅
を
出
発
し

　
11
月
３
日
、
村
づ
く
り
実
行
委

員
会
（
会
長
：
須
藤
良
美
村
長
）

は
「
村
特
産
品
を
使
っ
た
美
味
し

い
食
べ
方
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
美
郷

館
で
実
施
。
食
を
通
し
て
地
域
の

人
達
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
元
気

な
村
づ
く
り
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
今
年
で
３
回
目
を
迎
え
ま

し
た
。

　
な
が
い
も
や
シ
イ
タ
ケ
な
ど
本

村
自
慢
の
食
材
を
十
分
に
生
か
し

た
13
点
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
料
理
の
味
、

外
観
、
ア
イ
デ
ア
、
独
創
性
、
普

及
性
の
５
点
を
厳
正
に
審
査
し
た

結
果
、
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
の

は
畠
山
え
み
子
さ
ん
（
下
通
り
）

の
「
お
や
き
」。
こ
の
料
理
は
切
り

干
し
大
根
・
パ
リ
ッ
Ｑ
・
干
し
シ

イ
タ
ケ
を
具
材
と
し
て
い
て
、
身

近
な
材
料
で
手
軽
に
料
理
で
き
、

尚
且
つ
味
が
良
い
と
い
う
こ
と
で

高
評
価
を
得
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
村
文
化
祭
初
日
。
色

鮮
や
か
な
料
理
は
来
場
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　　
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

グ
ラ
ン
プ
リ
・
村
長
賞

▽
お
や
き

　
　
畠
　
山
　
え
み
子（
下
通
り
）

優
秀
賞

▽
お
も
ち
い
ろ
い
ろ

　
　
畠
　
山
　
悦
　
子（
田
中
）

▽
キ
ッ
シ
ュ

　
　
髙
　
村
　
　
　
桜（
西
越
北
向
）

た
一
行
は
、
奥
入
瀬
渓
流
の
紅
葉

を
楽
し
み
な
が
ら
十
和
田
湖
畔
の

ホ
テ
ル
で
一
泊
。
４
日
ホ
テ
ル
を

出
発
し
、
い
ざ
新
郷
へ
。
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
と
さ
れ
る
伝
説
の
丘
「
キ

リ
ス
ト
の
墓
」
を
見
学
。
見
学
後

は
新
郷
村
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
芸
能
保

存
会
と
一
緒
に
、
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ

を
体
験
。
初
め
は
お
ぼ
つ
か
な
い

動
き
で
し
た
が
、
保
存
会
メ
ン
バ

ー
の
親
切
丁
寧
な
指
導
に
よ
り
、

最
後
は
す
っ
か
り
と
踊
り
を
習
得
。

色
鮮
や
か
な
紅
葉
に
包
ま
れ
な
が

ら
、
み
ん
な
で
艶
や
か
に
舞
い
ま

し
た
。

　
最
後
は
、
村
自
慢
の
乳
製
品
等

を
試
食
・
堪
能
し
て
村
を
後
に
し

た
一
行
は
、
次
の
目
的
地
「
小
川

原
湖
」
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
の
料
理
が
ず
ら
り

エ
イ
ト
・
ラ
イ
ン

　大
人
の
修
学
旅
行

環境美化で家計を支援環境美化で家計を支援
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甘
草
の
説
明
を
受
け
る
三
村
申
吾
青
森
県
知
事
（
右
）
と

鳴
海
英
章
三
八
地
域
県
民
局
長
（
中
央
）

左
か
ら 

田
面
営
業
販
売
部
長
、
角
岸
事
務
局
長
、
三
村
県
知
事

　
　
　 

三
瀧
製
造
開
発
部
主
任
、
田
沢
製
造
開
発
部
長

熱
心
に
説
明
を
聴
い
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
知
事
も
大
好
き
な
飲
む

ヨ
ー
グ
ル
ト
や
生
キ
ャ
ラ
煎
餅
な

ど
、
数
々
の
ヒ
ッ
ト
商
品
を
生
み

出
し
て
い
る
畜
産
加
工
場
の
施
設

内
を
見
学
。
積
極
的
に
質
問
す
る

な
ど
、
興
味
津
々
な
様
子
で
し
た
。

　
場
所
を
林
間
教
室
へ
と
移
動
し
、

い
よ
い
よ
公
社
職
員
と
知
事
と
の

「
ま
る
ご
と
ト
ー
ク
」
が
開
始
。

公
社
側
か
ら
は
角
岸
事
務
局
長
、

田
面
営
業
販
売
部
長
、
田
沢
製
造

開
発
部
長
、
三
瀧
製
造
開
発
部
主

任
の
４
名
が
出
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
公
社
製
品
の
開
発
か

ら
販
売
に
至
る
ま
で
の
過
程
や
苦

労
話
、
ま
た
、
将
来
的
な
展
望
や

県
に
対
す
る
要
望
な
ど
を
発
言
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
知

事
は
、
時
折
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
て
場
を
和
ま
せ
な
が

ら
も
、
知
事
と
し
て
の
意

見
や
県
の
取
り
組
み
な
ど

を
熱
く
語
ら
れ
、
気
が
つ

け
ば
予
定
さ
れ
て
い
た
意

見
交
換
の
時
間
を
大
幅
に

オ
ー
バ
ー
。
活
発
な
意
見

交
換
の
中
で
出
さ
れ
る
生

の
声
・
新
し
い
発
想
に
、

未
来
の
新
郷
村
・
青
森
県

が
見
え
隠
れ
す
る
と
て
も

貴
重
で
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
知
事
は
、「
新

郷
村
に
は
素
晴
ら
し
い
力

が
あ
る
。
県
と
し
て
も
精

一
杯
支
援
し
続
け
て
い
き

ま
す
」
と
頼
も
し
い
お
言

葉
を
残
し
、
新
郷
村
を
後

に
し
ま
し
た
。

　
地
域
で
元
気
に
活
動

し
て
い
る
団
体
等
と
知

事
が
、
青
森
県
の
明
る

い
未
来
を
創
る
た
め
に

意
見
交
換
を
行
う
未
来

デ
ザ
イ
ン
県
民
会
議

「
│
知
事
と
の
元
気
ま

る
ご
と
ト
ー
ク
│
」
が

10
月
31
日
、
間
木
ノ
平

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
、

三
村
申
吾
青
森
県
知
事
と
新
郷
村

ふ
る
さ
と
活
性
化
公
社
職
員
が
活

発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
へ
到
着
さ
れ

た
知
事
は
ま
ず
、
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ

ン
内
に
植
え
ら
れ
て
い
る
「
甘
草
」

を
視
察
。
公
社
で
取
り
組
む
「
甘

草
」栽
培
に
知
事
の
期
待
も
高
く
、

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
冬
季

間
に
抱
え
る
問
題
や
不
安
・
孤
独

な
ど
を
解
消
し
、
安
心
し
た
生
活

を
送
っ
て
も
ら
う
た
め
に
村
が
進

め
て
き
た
共
同
住
宅
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
和
の
家
」
が
11
月

６
日
に
オ
ー
プ
ン
。
関
係
者
ら
お

よ
そ
50
人
が
招
か
れ
、
開
所
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
で
は
初
と
な
る
試
み
で
、

長
年
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
村
診

療
所
隣
の
旧
医
師
住
宅
を
改
築
し
、

暖
房
器
具
や
家
電
を
整
備
。
３
人

が
共
同
生
活
を
送
れ
る
「
和
の
家
」

と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
。
施
設
の
運

営
は
村
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
い

ま
す
。
さ
ら
に
４
月
か
ら
10
月
ま

で
の
期
間
は
、
高
齢
者
が
自
由
に

集
え
る
サ
ロ
ン
と
し
て
利
用
さ
れ

ま
す
。

　
入
居
者
の
永
野
み
ち
よ
さ
ん

（
羽
井
内
）
と
沢
上
ま
つ
の
さ
ん

（
滝
沢
）
も
「
こ
れ
で
安
心
し
て

楽
し
く
冬
場
を
過
ご
せ
る
」
と
笑

み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

　「
高
齢
者
が
安
心
し
て
明
る
く

楽
し
く
過
ご
し
、
愛
さ
れ
る
施
設

に
し
て
い
き
た
い
」
と
須
藤
村
長

が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
関
係
者
ら

が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
。「
和
の
家
」

オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。

文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

穂
す
す
き
を
活
け
し
窓
辺
に

花
も
添
え

福
　
士
　
香
芽
子

家
中
に
秋
の
灯
と
も
る
友
の
通
夜

鹿
　
島
　
と
　
わ

小
豆
打
ち
秋
の
陽
早
く
夕
ぐ
る
る

長
　
峯
　
ユ
　
リ

市
の
日
に
柿
の
熟
度
を

見
て
ま
わ
る

工
　
藤
　
陽
　
一

干
し
柿
を
作
り
て
と
も
に

食
べ
た
い
ね

福
　
山
　
康
　
子

本
当
の
名
前
知
り
た
し

み
ょ
ん
た
柿

鹿
　
島
　
恵
美
子

猫
日
和
ほ
ど
よ
い
風
に

お
に
や
ん
ま

髙
　
根
　
リ
　
サ

雨
の
音
や
さ
し
く
響
く
夜
長
か
な

小
　
坂
　
良
　
子

芝
居
は
ね
柿
実
る
路
バ
ス
急
ぐ

戸
　
来
　
れ
い
子

庭
隅
に
夕
日
と
ど
き
て
返
り
花

村
　
上
　
て
　
る

ざ
る
買
っ
て
秋
の
峠
を
下
り
け
り

金
　
沢
　
　
　
凡

○職種・採用予定人員
　中級一般：１名
○受験資格
昭和53年４月２日以降に生まれ短大以上を卒
業した者で、医療事務の厚生労働省認定資格
「診療報酬請求事務能力認定試験（医科）」
又は「医療事務技能審査認定試験（医科）」
の合格者。

○試験の内容
　（１）１次試験：教養試験
　（２）２次試験：作文・面接
○試験日・会場
　（１）１次試験：平成25年１月20日（日）
　　　　試験会場：新郷村役場
　（２）２次試験：１次試験合格者に追って
　　　　　　　　　通知します。

○受験手続
受験申込書（用紙は役場総務グループで直接
受け取るか、村ホームページからダウンロー
ドできます）を総務課に提出してください。
　実施要綱も村ホームページでご覧になれま
すので、提出書類の確認をお願いします。
http://www.vill.shingo.aomori.jp新着情報
○受付期間
12月３日（月）～12月20日（木）
受付時間は、午前８時30分から午後５時まで
（土曜日、日曜日、祝日を除く）
郵送による提出の場合は、12月20日（木）必着
有効とします。
○申し込み・問い合わせ
受験の申し込みや試験に関する問い合わせは
総務課総務グループ　角岸
℡ ７８－２１１１　内線１５５

新郷村職員を募集します
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甘
草
の
説
明
を
受
け
る
三
村
申
吾
青
森
県
知
事
（
右
）
と

鳴
海
英
章
三
八
地
域
県
民
局
長
（
中
央
）

左
か
ら 

田
面
営
業
販
売
部
長
、
角
岸
事
務
局
長
、
三
村
県
知
事

　
　
　 

三
瀧
製
造
開
発
部
主
任
、
田
沢
製
造
開
発
部
長

熱
心
に
説
明
を
聴
い
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
知
事
も
大
好
き
な
飲
む

ヨ
ー
グ
ル
ト
や
生
キ
ャ
ラ
煎
餅
な

ど
、
数
々
の
ヒ
ッ
ト
商
品
を
生
み

出
し
て
い
る
畜
産
加
工
場
の
施
設

内
を
見
学
。
積
極
的
に
質
問
す
る

な
ど
、
興
味
津
々
な
様
子
で
し
た
。

　
場
所
を
林
間
教
室
へ
と
移
動
し
、

い
よ
い
よ
公
社
職
員
と
知
事
と
の

「
ま
る
ご
と
ト
ー
ク
」
が
開
始
。

公
社
側
か
ら
は
角
岸
事
務
局
長
、

田
面
営
業
販
売
部
長
、
田
沢
製
造

開
発
部
長
、
三
瀧
製
造
開
発
部
主

任
の
４
名
が
出
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
公
社
製
品
の
開
発
か

ら
販
売
に
至
る
ま
で
の
過
程
や
苦

労
話
、
ま
た
、
将
来
的
な
展
望
や

県
に
対
す
る
要
望
な
ど
を
発
言
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
知

事
は
、
時
折
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
て
場
を
和
ま
せ
な
が

ら
も
、
知
事
と
し
て
の
意

見
や
県
の
取
り
組
み
な
ど

を
熱
く
語
ら
れ
、
気
が
つ

け
ば
予
定
さ
れ
て
い
た
意

見
交
換
の
時
間
を
大
幅
に

オ
ー
バ
ー
。
活
発
な
意
見

交
換
の
中
で
出
さ
れ
る
生

の
声
・
新
し
い
発
想
に
、

未
来
の
新
郷
村
・
青
森
県

が
見
え
隠
れ
す
る
と
て
も

貴
重
で
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
知
事
は
、「
新

郷
村
に
は
素
晴
ら
し
い
力

が
あ
る
。
県
と
し
て
も
精

一
杯
支
援
し
続
け
て
い
き

ま
す
」
と
頼
も
し
い
お
言

葉
を
残
し
、
新
郷
村
を
後

に
し
ま
し
た
。

　
地
域
で
元
気
に
活
動

し
て
い
る
団
体
等
と
知

事
が
、
青
森
県
の
明
る

い
未
来
を
創
る
た
め
に

意
見
交
換
を
行
う
未
来

デ
ザ
イ
ン
県
民
会
議

「
│
知
事
と
の
元
気
ま

る
ご
と
ト
ー
ク
│
」
が

10
月
31
日
、
間
木
ノ
平

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
、

三
村
申
吾
青
森
県
知
事
と
新
郷
村

ふ
る
さ
と
活
性
化
公
社
職
員
が
活

発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
へ
到
着
さ
れ

た
知
事
は
ま
ず
、
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ

ン
内
に
植
え
ら
れ
て
い
る
「
甘
草
」

を
視
察
。
公
社
で
取
り
組
む
「
甘

草
」栽
培
に
知
事
の
期
待
も
高
く
、

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
冬
季

間
に
抱
え
る
問
題
や
不
安
・
孤
独

な
ど
を
解
消
し
、
安
心
し
た
生
活

を
送
っ
て
も
ら
う
た
め
に
村
が
進

め
て
き
た
共
同
住
宅
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
和
の
家
」
が
11
月

６
日
に
オ
ー
プ
ン
。
関
係
者
ら
お

よ
そ
50
人
が
招
か
れ
、
開
所
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
で
は
初
と
な
る
試
み
で
、

長
年
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
村
診

療
所
隣
の
旧
医
師
住
宅
を
改
築
し
、

暖
房
器
具
や
家
電
を
整
備
。
３
人

が
共
同
生
活
を
送
れ
る
「
和
の
家
」

と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
。
施
設
の
運

営
は
村
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
い

ま
す
。
さ
ら
に
４
月
か
ら
10
月
ま

で
の
期
間
は
、
高
齢
者
が
自
由
に

集
え
る
サ
ロ
ン
と
し
て
利
用
さ
れ

ま
す
。

　
入
居
者
の
永
野
み
ち
よ
さ
ん

（
羽
井
内
）
と
沢
上
ま
つ
の
さ
ん

（
滝
沢
）
も
「
こ
れ
で
安
心
し
て

楽
し
く
冬
場
を
過
ご
せ
る
」
と
笑

み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

　「
高
齢
者
が
安
心
し
て
明
る
く

楽
し
く
過
ご
し
、
愛
さ
れ
る
施
設

に
し
て
い
き
た
い
」
と
須
藤
村
長

が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
関
係
者
ら

が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
。「
和
の
家
」

オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。

文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

穂
す
す
き
を
活
け
し
窓
辺
に

花
も
添
え

福
　
士
　
香
芽
子

家
中
に
秋
の
灯
と
も
る
友
の
通
夜

鹿
　
島
　
と
　
わ

小
豆
打
ち
秋
の
陽
早
く
夕
ぐ
る
る

長
　
峯
　
ユ
　
リ

市
の
日
に
柿
の
熟
度
を

見
て
ま
わ
る

工
　
藤
　
陽
　
一

干
し
柿
を
作
り
て
と
も
に

食
べ
た
い
ね

福
　
山
　
康
　
子

本
当
の
名
前
知
り
た
し

み
ょ
ん
た
柿

鹿
　
島
　
恵
美
子

猫
日
和
ほ
ど
よ
い
風
に

お
に
や
ん
ま

髙
　
根
　
リ
　
サ

雨
の
音
や
さ
し
く
響
く
夜
長
か
な

小
　
坂
　
良
　
子

芝
居
は
ね
柿
実
る
路
バ
ス
急
ぐ

戸
　
来
　
れ
い
子

庭
隅
に
夕
日
と
ど
き
て
返
り
花

村
　
上
　
て
　
る

ざ
る
買
っ
て
秋
の
峠
を
下
り
け
り

金
　
沢
　
　
　
凡

○職種・採用予定人員
　中級一般：１名
○受験資格
昭和53年４月２日以降に生まれ短大以上を卒
業した者で、医療事務の厚生労働省認定資格
「診療報酬請求事務能力認定試験（医科）」
又は「医療事務技能審査認定試験（医科）」
の合格者。

○試験の内容
　（１）１次試験：教養試験
　（２）２次試験：作文・面接
○試験日・会場
　（１）１次試験：平成25年１月20日（日）
　　　　試験会場：新郷村役場
　（２）２次試験：１次試験合格者に追って
　　　　　　　　　通知します。

○受験手続
受験申込書（用紙は役場総務グループで直接
受け取るか、村ホームページからダウンロー
ドできます）を総務課に提出してください。
　実施要綱も村ホームページでご覧になれま
すので、提出書類の確認をお願いします。
http://www.vill.shingo.aomori.jp新着情報

○受付期間
12月３日（月）～12月20日（木）
受付時間は、午前８時30分から午後５時まで
（土曜日、日曜日、祝日を除く）
郵送による提出の場合は、12月20日（木）必着
有効とします。

○申し込み・問い合わせ
受験の申し込みや試験に関する問い合わせは
総務課総務グループ　角岸
℡ ７８－２１１１　内線１５５

新郷村職員を募集します
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冬季コミュニティーハウス「和の家」オープン

知事と未来を語る　－知事との元気まるごとトーク in 新郷－



1819　広報しんごう　H24・11

　村では合併浄化槽設置に対する補助制度を予定しております。
これは家庭から出る生活排水による河川の水質汚濁を防止するため、
合併処理浄化槽の設置費用の一部を補助するものです。
　ついては事業の戸数・予算計画のため、補助金の申請を希望する方
を募集いたします。

〇合併処理浄化槽設置補助金（予定）

　※事業期間・補助金額は予定であり、変更となる場合があります。
　　また施工する年度の調整をお願いする場合があります。

〇申込受付期間　平成25年３月31日まで
※本募集は希望戸数の把握のためで、最終締め切りではありません。
〇問い合わせ・申し込み　新郷村役場　建設グループ　℡ 78－2111

１．衣類など、燃えやすいものを近づけることは危険！
◇ ストーブの上方で洗濯物を乾かすと、落下し火事になるのでやめましょう。
◇ ストーブの近くに燃えやすいものを置かないようにしましょう。
◇ カーテンなどがストーブに接触しないようにしましょう。
◇ スプレー缶などを温風が当たる場所に放置したり、ストーブの上に置きっぱなしにした
　 りすると、缶が膨張し破裂する恐れがあるのでやめましょう。

２．石油ストーブに給油する時は完全に火を消してから！
◇ 給油するときには必ず消火し、火が完全に消えたのを確認してから行いましょう。
◇ カートリッジタンク式のものは、給油後、キャップは確実に閉め、漏れがないことを
　 確認しましょう。

３．薪ストーブの灰に注意！
◇ 取り灰やおき火は不用意に放置せず、不燃容器に入れ、水をかけて完全に消火しましょう。
◇ 薪や紙などの燃えやすいものは、ストーブの近くに置かないようにしましょう。

『合併浄化槽設置補助金を希望する方へ』しょうぼう情報
◆◆◆◆五戸消防署西分遣所からのお知らせ◆◆◆◆

寒い時季を迎え、これから暖房器具を使う機会が多くなります。
火事を出さないよう、暖房器具やその周囲を点検し、火の取扱いには十分注意しましょう。

石油ストーブなどの暖房器具取扱い上の注意事項

消防に関するお問い合わせは、五戸消防署西分遣所まで（電話７８－２１１９）

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。
働
き
な
が
ら

学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学

び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な

目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方

が
学
ん
で
い
ま
す
。

　
出
願
期
間
は
２
月
28
日
ま
で
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ

い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

問 

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー

　 

℡
０
１
７
２
│

38
│

０
５
０
０

　 

八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

　 

℡
０
１
７
２
│

70
│

１
６
６
５

　
家
事
事
件
手
続
法
が
、
平
成
25

年
１
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

◇
家
事
事
件
手
続
法
と
は
？

　
家
事
事
件
（
家
事
審
判
及
び
家

事
調
停
に
関
す
る
事
件
）
の
手
続

を
定
め
る
法
律
で
す
。
国
民
に
利

用
し
や
す
く
現
代
社
会
に
適
合
し

た
家
事
事
件
の
手
続
を
定
め
る
た

め
に
新
た
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

※

家
事
審
判…

裁
判
官
が
様
々
な

資
料
に
基
づ
い
て
判
断
し
決
定

す
る
手
続
　

※

家
事
調
停…

裁
判
官
１
人
と
調

停
委
員
２
人
以
上
で
構
成
さ
れ

る
調
停
委
員
会
が
、
当
事
者
双

方
か
ら
言
い
分
を
十
分
に
聴
き

な
が
ら
話
し
合
い
を
行
う
手
続

◇
新
し
く
設
け
ら
れ
た
制
度

　
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
原
則
と
し
て
、
申
立
書
の
写
し

が
相
手
方
に
送
付
さ
れ
る
。

・
事
件
の
当
事
者
で
あ
れ
ば
、
家

事
審
判
事
件
の
記
録
を
見
た
り

コ
ピ
ー
し
た
り
す
る
こ
と
が
原

則
と
し
て
許
可
さ
れ
る
。

・
電
話
会
議
・
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ

ム
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

◇
施
行
日

　
平
成
25
年
１
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
家
事
事
件

手
続
法
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
施

工
日
（
平
成
25
年
１
月
１
日
）
以

降
に
申
し
立
て
ら
れ
た
家
事
事
件

で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問 

青
森
家
庭
裁
判
所
　
訟
廷
係

　 

℡
０
１
７
│

７
２
２
│

５
７
３
２

◇
裁
判
員
候
補
者
名
簿
が
で
き
る

ま
で

　
裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市
区

町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
選
挙

人
名
簿
か
ら
く
じ
で
無
作
為
抽
出

し
た
名
簿
を
基
に
、
全
国
の
地
方

裁
判
所
で
作
成
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
25
年
分
の
名
簿
に
登
録
さ

れ
る
人
数
は
、
全
国
で
25
万
９
２

０
０
人
で
す
。

◇
裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通
知

に
つ
い
て

　
平
成
25
年
の
裁
判
員
候
補
者
名

簿
に
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、
本
年

11
月
中
旬
に
名
簿
に
登
録
さ
れ
た

こ
と
の
通
知（
名
簿
記
載
通
知
）を

お
送
り
し
ま
す
。
こ
の
通
知
は
、

来
年
２
月
頃
か
ら
平
成
26
年
２
月

頃
ま
で
の
間
に
裁
判
所
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
裁
判
員
に
選
ば
れ
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
お

伝
え
し
、
あ
ら
か
じ
め
心
づ
も
り

を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で

す
。
こ
の
段
階
で
は
、
ま
だ
具
体

的
な
事
件
の
裁
判
員
候
補
者
に
選

ば
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
す
ぐ
に
裁
判
所
に
お
越
し
い

た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
名
簿
記
載
通
知
と
併
せ

て
調
査
票
を
お
送
り
し
ま
す
。
こ

の
調
査
票
は
、
裁
判
員
候
補
者
の

方
の
事
情
を
早
期
に
把
握
し
、
調

査
票
の
ご
回
答
の
内
容
に
よ
り
、

１
年
を
通
じ
て
明
ら
か
に
辞
退
が

認
め
ら
れ
る
場
合
等
に
は
裁
判
所

に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
の
な
い

よ
う
、
裁
判
員
候
補
者
の
方
々
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
も
の
で

す
の
で
、
お
尋
ね
す
る
項
目
に
当

て
は
ま
ら
な
い
方
は
、
返
送
し
て

い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
辞
退
の
申
し
出
が
で
き
る
時
期

や
期
間
等
に
何
ら
の
制
限
を
設
け

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
調
査
票
で
辞
退
を
申
し
出

　
三
八
地
域
県
民
局
で
は
広
域
観

光
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

新
郷
村
を
は
じ
め
と
す
る
八
戸
広

域
圏
を
訪
れ
て
も
ら
う
「
新
郷
ム

ー
ら
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
〜
こ
の

謎
を
解
く
の
は
君
だ
！
〜
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ツ
ア
ー
の
一
環
と
し
て
、

12
月
１
日
（
土
）
15
時
30
分
か
ら

新
郷
温
泉
館
大
広
間
に
お
い
て
、

㈱
学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
月
刊
ム

ー
の
５
代
目
編
集
長
三
上
丈
晴
氏

の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
村
民

は
無
料
で
聴
講
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　 

℡
78
│

２
０
２
５

◇
期
間

　

　
12
月
11
日
か
ら

　
12
月
20
日
ま
で
の
10
日
間

◇
目
的

　
県
民
一
人
ひ
と
り
に
、
交
通
安

全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
交
通
マ
ナ

ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に

よ
り
、
交
通
事
故
を
防
止
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

◇
運
動
の
重
点

　
・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
・
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
・
冬
道
の
安
全
運
転
の
推
進

　
・
踏
切
事
故
の
防
止

問 

青
森
県
県
民
生
活
文
化
課

　 

℡
０
１
７
│
７
３
４
│
９
２
３
２

◇
勤
務
場
所
・
募
集
人
員

　
又
木
戸
ダ
ム
　
１
名

※

満
64
歳
未
満
で
業
務
可
能
な
者

◇
業
務

　
・
ダ
ム
の
監
視
及
び
点
検

　
・
ダ
ム
の
操
作
、
点
検
整
備

　
・
気
象
及
び
水
象
の
観
測

　
・
そ
の
他
指
示
し
た
事
項

◇
委
嘱
期
間

　
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら

　
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

※

満
64
歳
ま
で
の
更
新
あ
り

◇
勤
務
日
　
一
週
間
に
つ
き
３
日

　
　
又
は
４
日
で
別
に
定
め
る
日

◇
勤
務
時
間

　
８
時
45
分
〜
15
時
35
分

◇
報
酬

　
月
８
万
３
２
５
８
円（
本
年
度
）

◇
応
募
　
平
成
25
年
１
月
25
日
ま

　
　
で
に
市
販
の
履
歴
書
を
提
出

　
　
し
て
く
だ
さ
い
。

問
・
応 

三
八
地
域
県
民
局

　
地
域
農
林
水
産
部（
農
村
整
備
）

　
八
戸
市
尻
内
町
八
百
刈
20
の
３

　
℡
０
１
７
８
│

27
│

１
２
８
８

　「
働
き
す
ぎ
に
よ
る
健
康
被
害
」

や
「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」
を
解
消
す

る
た
め
に
は
、
使
用
者
が
労
働
時

間
を
適
正
に
把
握
し
、
適
切
な
対

処
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
労

使
で
協
力
し
て
、
労
働
時
間
の
適

正
化
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、
職
場

の
労
働
時
間
等
に
関
す
る
情
報
を

左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
設
置
す
る
「
労
働

時
間
情
報
受
付
メ
ー
ル
窓
口
」
で

重
点
的
に
受
け
付
け
ま
す
。

◇
メ
ー
ル
窓
口

URL:http://www.mhlw.go.jp/bunya
/roudoukijun/campaign.html

問 

青
森
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

　 

℡
０
１
７
│
７
３
４
│

４
１
１
２

　
放
送
大
学
で
は
平
成
25
年
度
第

１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学

ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

な
か
っ
た
場
合
で
も
、
実
際
の
事

件
の
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た

際
に
お
送
り
す
る
質
問
票
で
辞
退

を
申
し
出
て
い
た
だ
く
こ
と
も
、

又
は
裁
判
の
当
日（
選
任
手
続
時
）

に
辞
退
を
申
し
出
て
い
た
だ
く
こ

と
も
可
能
で
す
。

　
裁
判
員
制
度
に
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

青
森
地
方
裁
判
所
　
刑
事
訟
廷
係

　 

℡
０
１
７
│

７
２
２
│

５
４
７
１

お
知
ら
せ

　
│

問
い
合
わ
せ
　
　
│

申
し
込
み

　
│
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
│
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ

問

問

問 問

家
事
事
件
手
続
法
の

　
　
　
施
行
を
迎
え
て

裁
判
員
制
度
〜
ま
も
な
く

　
　
名
簿
記
載
通
知
発
送

防
災
ダ
ム
管
理
人
募
集

問問

問
・
応

冬
の
交
通
安
全

　
　
県
民
運
動
に
つ
い
て

放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

11
月
は
労
働
時
間
適
正
化

　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

新
郷
ム
ー
ら
ミ
ス
テ
リ
ー

ツ
ア
ー
講
演
会
開
催

対象区域

事業期間

補助金額

下水道及び集落排水以外の区域
下水道区域：金ケ沢～上栃棚、鹿田、扇ノ沢
集落排水区域：西越、田中、間明田、釜坂、平

平成26年度～平成30年度
５人槽 （130㎡未満）
７人槽 （130㎡以上）
10人槽（２世帯住宅）
単独浄化槽撤去費

３５２，０００円
４４１，０００円
５８８，０００円

９０，０００円を加算
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　村では合併浄化槽設置に対する補助制度を予定しております。
これは家庭から出る生活排水による河川の水質汚濁を防止するため、
合併処理浄化槽の設置費用の一部を補助するものです。
　ついては事業の戸数・予算計画のため、補助金の申請を希望する方
を募集いたします。

〇合併処理浄化槽設置補助金（予定）

　※事業期間・補助金額は予定であり、変更となる場合があります。
　　また施工する年度の調整をお願いする場合があります。

〇申込受付期間　平成25年３月31日まで
※本募集は希望戸数の把握のためで、最終締め切りではありません。
〇問い合わせ・申し込み　新郷村役場　建設グループ　℡ 78－2111

１．衣類など、燃えやすいものを近づけることは危険！
◇ ストーブの上方で洗濯物を乾かすと、落下し火事になるのでやめましょう。
◇ ストーブの近くに燃えやすいものを置かないようにしましょう。
◇ カーテンなどがストーブに接触しないようにしましょう。
◇ スプレー缶などを温風が当たる場所に放置したり、ストーブの上に置きっぱなしにした
　 りすると、缶が膨張し破裂する恐れがあるのでやめましょう。

２．石油ストーブに給油する時は完全に火を消してから！
◇ 給油するときには必ず消火し、火が完全に消えたのを確認してから行いましょう。
◇ カートリッジタンク式のものは、給油後、キャップは確実に閉め、漏れがないことを
　 確認しましょう。

３．薪ストーブの灰に注意！
◇ 取り灰やおき火は不用意に放置せず、不燃容器に入れ、水をかけて完全に消火しましょう。
◇ 薪や紙などの燃えやすいものは、ストーブの近くに置かないようにしましょう。

『合併浄化槽設置補助金を希望する方へ』しょうぼう情報
◆◆◆◆五戸消防署西分遣所からのお知らせ◆◆◆◆

寒い時季を迎え、これから暖房器具を使う機会が多くなります。
火事を出さないよう、暖房器具やその周囲を点検し、火の取扱いには十分注意しましょう。

石油ストーブなどの暖房器具取扱い上の注意事項

消防に関するお問い合わせは、五戸消防署西分遣所まで（電話７８－２１１９）

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。
働
き
な
が
ら

学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学

び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な

目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方

が
学
ん
で
い
ま
す
。

　
出
願
期
間
は
２
月
28
日
ま
で
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ

い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

問 

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー

　 

℡
０
１
７
２
│

38
│

０
５
０
０

　 

八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

　 

℡
０
１
７
２
│

70
│

１
６
６
５

　
家
事
事
件
手
続
法
が
、
平
成
25

年
１
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

◇
家
事
事
件
手
続
法
と
は
？

　
家
事
事
件
（
家
事
審
判
及
び
家

事
調
停
に
関
す
る
事
件
）
の
手
続

を
定
め
る
法
律
で
す
。
国
民
に
利

用
し
や
す
く
現
代
社
会
に
適
合
し

た
家
事
事
件
の
手
続
を
定
め
る
た

め
に
新
た
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

※

家
事
審
判…

裁
判
官
が
様
々
な

資
料
に
基
づ
い
て
判
断
し
決
定

す
る
手
続
　

※

家
事
調
停…

裁
判
官
１
人
と
調

停
委
員
２
人
以
上
で
構
成
さ
れ

る
調
停
委
員
会
が
、
当
事
者
双

方
か
ら
言
い
分
を
十
分
に
聴
き

な
が
ら
話
し
合
い
を
行
う
手
続

◇
新
し
く
設
け
ら
れ
た
制
度

　
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
原
則
と
し
て
、
申
立
書
の
写
し

が
相
手
方
に
送
付
さ
れ
る
。

・
事
件
の
当
事
者
で
あ
れ
ば
、
家

事
審
判
事
件
の
記
録
を
見
た
り

コ
ピ
ー
し
た
り
す
る
こ
と
が
原

則
と
し
て
許
可
さ
れ
る
。

・
電
話
会
議
・
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ

ム
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

◇
施
行
日

　
平
成
25
年
１
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
家
事
事
件

手
続
法
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
施

工
日
（
平
成
25
年
１
月
１
日
）
以

降
に
申
し
立
て
ら
れ
た
家
事
事
件

で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問 

青
森
家
庭
裁
判
所
　
訟
廷
係

　 

℡
０
１
７
│

７
２
２
│

５
７
３
２

◇
裁
判
員
候
補
者
名
簿
が
で
き
る

ま
で

　
裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市
区

町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
選
挙

人
名
簿
か
ら
く
じ
で
無
作
為
抽
出

し
た
名
簿
を
基
に
、
全
国
の
地
方

裁
判
所
で
作
成
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
25
年
分
の
名
簿
に
登
録
さ

れ
る
人
数
は
、
全
国
で
25
万
９
２

０
０
人
で
す
。

◇
裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通
知

に
つ
い
て

　
平
成
25
年
の
裁
判
員
候
補
者
名

簿
に
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、
本
年

11
月
中
旬
に
名
簿
に
登
録
さ
れ
た

こ
と
の
通
知（
名
簿
記
載
通
知
）を

お
送
り
し
ま
す
。
こ
の
通
知
は
、

来
年
２
月
頃
か
ら
平
成
26
年
２
月

頃
ま
で
の
間
に
裁
判
所
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
裁
判
員
に
選
ば
れ
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
お

伝
え
し
、
あ
ら
か
じ
め
心
づ
も
り

を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で

す
。
こ
の
段
階
で
は
、
ま
だ
具
体

的
な
事
件
の
裁
判
員
候
補
者
に
選

ば
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
す
ぐ
に
裁
判
所
に
お
越
し
い

た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
名
簿
記
載
通
知
と
併
せ

て
調
査
票
を
お
送
り
し
ま
す
。
こ

の
調
査
票
は
、
裁
判
員
候
補
者
の

方
の
事
情
を
早
期
に
把
握
し
、
調

査
票
の
ご
回
答
の
内
容
に
よ
り
、

１
年
を
通
じ
て
明
ら
か
に
辞
退
が

認
め
ら
れ
る
場
合
等
に
は
裁
判
所

に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
の
な
い

よ
う
、
裁
判
員
候
補
者
の
方
々
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
も
の
で

す
の
で
、
お
尋
ね
す
る
項
目
に
当

て
は
ま
ら
な
い
方
は
、
返
送
し
て

い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
辞
退
の
申
し
出
が
で
き
る
時
期

や
期
間
等
に
何
ら
の
制
限
を
設
け

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
調
査
票
で
辞
退
を
申
し
出

　
三
八
地
域
県
民
局
で
は
広
域
観

光
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

新
郷
村
を
は
じ
め
と
す
る
八
戸
広

域
圏
を
訪
れ
て
も
ら
う
「
新
郷
ム

ー
ら
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
〜
こ
の

謎
を
解
く
の
は
君
だ
！
〜
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ツ
ア
ー
の
一
環
と
し
て
、

12
月
１
日
（
土
）
15
時
30
分
か
ら

新
郷
温
泉
館
大
広
間
に
お
い
て
、

㈱
学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
月
刊
ム

ー
の
５
代
目
編
集
長
三
上
丈
晴
氏

の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
村
民

は
無
料
で
聴
講
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　 

℡
78
│

２
０
２
５

◇
期
間

　

　
12
月
11
日
か
ら

　
12
月
20
日
ま
で
の
10
日
間

◇
目
的

　
県
民
一
人
ひ
と
り
に
、
交
通
安

全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
交
通
マ
ナ

ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に

よ
り
、
交
通
事
故
を
防
止
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

◇
運
動
の
重
点

　
・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
・
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
・
冬
道
の
安
全
運
転
の
推
進

　
・
踏
切
事
故
の
防
止

問 

青
森
県
県
民
生
活
文
化
課

　 

℡
０
１
７
│
７
３
４
│
９
２
３
２

◇
勤
務
場
所
・
募
集
人
員

　
又
木
戸
ダ
ム
　
１
名

※

満
64
歳
未
満
で
業
務
可
能
な
者

◇
業
務

　
・
ダ
ム
の
監
視
及
び
点
検

　
・
ダ
ム
の
操
作
、
点
検
整
備

　
・
気
象
及
び
水
象
の
観
測

　
・
そ
の
他
指
示
し
た
事
項

◇
委
嘱
期
間

　
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら

　
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

※

満
64
歳
ま
で
の
更
新
あ
り

◇
勤
務
日
　
一
週
間
に
つ
き
３
日

　
　
又
は
４
日
で
別
に
定
め
る
日

◇
勤
務
時
間

　
８
時
45
分
〜
15
時
35
分

◇
報
酬

　
月
８
万
３
２
５
８
円（
本
年
度
）

◇
応
募
　
平
成
25
年
１
月
25
日
ま

　
　
で
に
市
販
の
履
歴
書
を
提
出

　
　
し
て
く
だ
さ
い
。

問
・
応 

三
八
地
域
県
民
局

　
地
域
農
林
水
産
部（
農
村
整
備
）

　
八
戸
市
尻
内
町
八
百
刈
20
の
３

　
℡
０
１
７
８
│

27
│

１
２
８
８

　「
働
き
す
ぎ
に
よ
る
健
康
被
害
」

や
「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」
を
解
消
す

る
た
め
に
は
、
使
用
者
が
労
働
時

間
を
適
正
に
把
握
し
、
適
切
な
対

処
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
労

使
で
協
力
し
て
、
労
働
時
間
の
適

正
化
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、
職
場

の
労
働
時
間
等
に
関
す
る
情
報
を

左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
設
置
す
る
「
労
働

時
間
情
報
受
付
メ
ー
ル
窓
口
」
で

重
点
的
に
受
け
付
け
ま
す
。

◇
メ
ー
ル
窓
口

URL:http://www.mhlw.go.jp/bunya
/roudoukijun/campaign.html

問 

青
森
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

　 

℡
０
１
７
│
７
３
４
│

４
１
１
２

　
放
送
大
学
で
は
平
成
25
年
度
第

１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学

ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

な
か
っ
た
場
合
で
も
、
実
際
の
事

件
の
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た

際
に
お
送
り
す
る
質
問
票
で
辞
退

を
申
し
出
て
い
た
だ
く
こ
と
も
、

又
は
裁
判
の
当
日（
選
任
手
続
時
）

に
辞
退
を
申
し
出
て
い
た
だ
く
こ

と
も
可
能
で
す
。

　
裁
判
員
制
度
に
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

青
森
地
方
裁
判
所
　
刑
事
訟
廷
係

　 

℡
０
１
７
│

７
２
２
│

５
４
７
１

お
知
ら
せ

　
│

問
い
合
わ
せ
　
　
│

申
し
込
み

　
│
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
│
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ

問

問

問 問

家
事
事
件
手
続
法
の

　
　
　
施
行
を
迎
え
て

裁
判
員
制
度
〜
ま
も
な
く

　
　
名
簿
記
載
通
知
発
送

防
災
ダ
ム
管
理
人
募
集

問問

問
・
応

冬
の
交
通
安
全

　
　
県
民
運
動
に
つ
い
て

放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

11
月
は
労
働
時
間
適
正
化

　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

新
郷
ム
ー
ら
ミ
ス
テ
リ
ー

ツ
ア
ー
講
演
会
開
催

対象区域

事業期間

補助金額

下水道及び集落排水以外の区域
下水道区域：金ケ沢～上栃棚、鹿田、扇ノ沢
集落排水区域：西越、田中、間明田、釜坂、平

平成26年度～平成30年度
５人槽 （130㎡未満）
７人槽 （130㎡以上）
10人槽（２世帯住宅）
単独浄化槽撤去費

３５２，０００円
４４１，０００円
５８８，０００円

９０，０００円を加算



○ 

し
ん
ご
う
保
育
園

226

ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

ブランコに乗ってるのが、ゆう
たくんとはるくん。そのとなりで
待ってるのが僕。僕もブランコ
に乗りたいなって思って、ブラ
ンコがあくの待ってるんだよ。

横沢　志温くん（さくら組）
プリンくんとプリンちゃんとあか
ちゃんプリン。あとはドーナツを
描いたよ。プリンちゃん達は、富士
山を見ながら遊んでるの。富士山
もプリンみたいになっちゃった。

前山　仁菜さん（さくら組）
しおんよこさわ にいなまえやま

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり を推進しよう

良質堆肥で収入ＵＰ！！　　　  　　

有機資源センター新郷　　　　　

問い合わせ先　TEL７８－３５５５
営 業 時 間　午前９時～午後４時
　　　　　　　（休日：毎週月曜日、年末年始）

20

平成２１年度あおもり推きゅう肥品評会

優秀賞受賞

師 走
12月

櫻  井　雅  美ちゃん
Ｈ23・６・12生
（地区）川代
（パパ）亨
（ママ）郁子
パパとママのねがい

健康で元気にすくすくと
育ってネ♥

人の動 き
男　1,404人（－４人）
女　1,487人（－２人）
計　2,891人（－６人）
世帯数949世帯（－２世帯）
（平成24年10月31日現在）

発
行
/新
郷
村
　
編
集
/総
務
課
　
〒
039

ー1801  青
森
県
三
戸
郡
新
郷
村
大
字
戸
来
字
風
呂
前
10　

☎
0178ー78ー2111 

新
郷
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.vill.shing

o.aom
ori.jp

IN
FO
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G
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0

1
1

2012 （
平
成
2
4
年
）

N
O
V
EM
B
ER

むらのガイド

平成24年

ターコイズ（土耳古玉）
̶ 成功・大成 ̶誕 生 石

しわす
December

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

予防接種相談日　毎週月曜日　正午〜午後５時まで　TEL 6 1−75 5 5

２０１２年１２月
行　　事　　等 備　　　考

山村開発センター２階　相談室

美郷館和室　９時～12時

さくら い みや び

日 曜
新郷温泉館休館日3 月
不用犬引取5 水
特定健診（～８日）6 木
資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日

7 金 がん検診・特定健診結果説明会・生活習慣改善指導

新郷温泉館休館日10 月
冬の交通安全県民運動（～20日）11 火
行政相談12 水
特定健診（～15日）13 木
資源ごみ（缶・新聞等５品目）収集日
第46回衆議院議員総選挙及び第22回最高裁判所裁判官国民審査投開票日

14 金
16 日

新郷温泉館休館日

特設人権相談

17 月 母と子の栄養教室・乳幼児健康相談
特定健診（～22日）20 木
資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日21 金 ２学期終業
●天皇誕生日23 日
●振替休日　クリスマス・イヴ24 月
クリスマス　固定資産・住民税第４期納期限25 火
特定健診（～29日）27 木
官庁仕事納め　燃えないごみ収集日28 金
大みそか31 月

二十歳になったら
国民年金

日本年金機構

11月
４
日
　
村
文
化
祭
（
関
連
記
事
は
２
～
４
ペ
ー
ジ
）

11月
４
日
　
村
文
化
祭
（
関
連
記
事
は
２
～
４
ペ
ー
ジ
）

この広報紙は地産地消・輸送マイレージに配慮した植物油インキを使用しています。
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